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編　輯　局　よ　り

　bよ々k‘‘天界”も新終端に入った．この一月號を，1ケ月前の十二月初日に

獲行ずるやうに，誠に氣持ちが好V・．ダブル・ナンバの問題も都合好く片づい

た．この膣裁と方針で，わが“天界”は，宇宙と共に，永く績かせたV・ものだ．

△譲者諸君は去る十一月12日の水星の太陽面通過を首尾よく見られましたか？

あの日，近畿や中國地方はスバラシイ天氣でしたよ．そして，京都でも，大阪

でも，近江でも，倉敷でも，観測は立派に成功しましたよ．A太陽面通過のあ

る毎に，こうした現象を最初に観測した青年ホPクスを思ひ出す．グプラの計

算を修正して，1639年十一月24日に金星通過が起るに違ぴなV・と自信しながら

も，（今と違って，正しい天守暦の無い時代に）朝早くから何時起るかも知れな

い吐の現象を見つめたなど，いちらしい氣がする．僅か22歳で逝くなった此の

天才の片鱗を主筆の巻頭随筆で讃み味はつて貰ひたい．ム四分儀座の流星群は

毎年のことながら，御正月の晴ればれしさに，つい忘れて了はなV・で，熱心に

観測して貰ひたい．小耳氏の文は其の親心である．AS．1．氏の日本古代暦も

愈々佳況に入る．解れは亥號を以って完結する筈である．A長い聞，編輯局の

箱の中にしまってあった百濟氏の原稿を今こNに出す．恐らく，百選母御自身

も忘れてゐられるであらうが，編輯局は，誰の原稿に限らす，大切なものを，

決して紛失することはない．昭和も15年号なって，之れくらみの論文を，讃者

の中には讃みこなす人もあらうと臓ふ．ムフィシャ博士の“極光”をよく味はつ

て歩んで頂きたい．之れは仲々，あの美しV・現象を實際に見た入でなければ書

けない文章です．しかし，極光は，決して，北麟や北米あたりでのみ見えるも

のではない．我が國ででも，享都の近くで，昔しから，既に鐵十回見えた“赤

氣”の記録があるのだから，今後も亦可なり頻繁に見えるに違ひない．殊に，

今は北煽や樺太あたりに同胞も澤山佳んでゐられるのだから，日本人として極

光を見る機會は非常に多いのである．（編輯の都合で之は急に次號まはしと攣夏）△

翌年（1941年）一年間の日月五遊星の離角圖を第29ぺ1ジに載せた．之れは毎年

出してみるものなのだから，読明は殆ど不必要と思ふ．下遊星が，太陽から西

や東へ日々どれほど離れてみるかといふことを，時間で表はしたものである．

ム吾kは既に1942年の天文暦も有ってみるのであるから，その1942年の略暦表

や遊星圖を此の號に出すつもりであったが，上記の1941年目ものと混雑する心

配があるので，其れは衣號に譲ることにした。


